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平
成
　
年
度
の
歳
入
合
計
は
、
１
８
６

１９

億
８
１
１
６
万
円
、
歳
出
合
計
は
１
８
０

億
１
４
２
７
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

歳
入
で
　
億
７
７
０
０
万
円
の
減
（
　
・

２７

１２

９
％
の
減
）、歳
出
で
　
億
６
４
８
５
万
円

２６

の
減
（
　
・
９
％
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

１２

　
結
果
、
差
し
引
き
６
億
６
６
８
９
万
円

の
黒
字
決
算
と
な
り
、
５
億
円
を
基
金
に

積
み
立
て
て
、
残
り
の
１
億
６
６
８
９
万

円
は
平
成
　
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

２０

　
歳
入
で
は
、
市
の
財
政
力
に
応
じ
て
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
「
地
方
交
付
税
」
や
借

金
で
あ
る
「
市
債
」
な
ど
の
「
依
存
財
源
」

が
　
・
３
％
を
占
め
て
お
り
、
非
常
に
足

６９
腰
の
弱
い
財
政
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
「
市
税
」
は
、　

億
５
７
３
１
万
円
で

２８

歳
入
全
体
の
　
・
３
％
を
占
め
、
平
成
　

１５

１８

年
度
に
比
べ
て
２
億
５
２
１
０
万
円
の
増

額
（
９
・
７
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
税
制
改
正
に
よ
り
、
国
か
ら
地

方
に
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
た
た
め
で
す
。

　
歳
出
で
は
、
過
去
の
借
入
金
の
返
済
金

で
あ
る
「
公
債
費
」
が
全
体
の
　
・
４
％

２５

を
占
め
て
最
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
平
成

　
年
度
に
比
べ
て
５
億
６
１
８
５
万
円
の

１８増
額
（
　
・
０
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１４

こ
れ
は
、
後
年
度
の
公
債
費
負
担
を
少
し

で
も
軽
減
さ
せ
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る

た
め
に
　
億
７
７
１
万
円
の
繰
上
償
還

１２

（
返
済
期
限
の
き
て
い
な
い
借
金
を
任
意

で
返
済
す
る
こ
と
）
を
し
た
た
め
で
す
。

　
そ
の
他
の
費
目
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

平
成
　
年
度
に
比
べ
て
減
少
し
て
い
ま
す

１８

が
、
特
に
「
衛
生
費
」
は
、
　

億
５
３
２

１０

４
万
円
の
減
額
（
　
・
４
％
の
減
）
と
な
っ

３２

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
公
立
八
鹿
病
院
の

建
設
が
終
わ
り
、
八
鹿
病
院
へ
の
建
設
負

担
金
が
大
き
く
減
額
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
第
　
回
養
父
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
　
年
度
各
会
計
の
決

２９

１９

算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
の
市
の
会
計
は
、
一
般
会
計
と
９
特
別
会
計
、
３
企
業

１９

会
計
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平
成
　
年
度
の
決
算
状
況

１９

や
財
政
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
決
算

平
成
　
年
度

１９


